
傘の大量消費をなくし、循環型社会の実現に寄与する。その

ため、人々が傘を共有するための、“傘共有システム”を提案

する。雨天時、傘を持たずに建物を出る人は各所に設けられ

た“カサステーション”から傘を借り、雨を凌ぐ。借りた傘は、

自由なタイミングで“カサステーション”に返すことができる。

システムは会員制とする。そのため、借用には責任が伴う。“カ

ササブスク”のサービスにより、無駄な傘の消費が抑えられる。

04 06

05 根を伝い水したたる庭

雨にも前向きな都市　AMENIWA 事業スキーム

ID ： 0199

文化とまちを     　　　　

　接続させるファクター

日本人は、何百年、あるいは何千年も前から、雨をしのぐ方法として、「傘」を用い

てきました。多様な技術の発展とともに、生活がめまぐるしく更新されている今日

でも、我々は変わらず、傘を使って雨をしのぎ続けています。雨との付き合い方は、

国によって様々ですが、ウェザーニュースの調べ（2014）では、日本の傘所持本数は

世界一と発表されています。日本人の「雨との付き合い方」を、アートカルチャーに

転換し、建築・まちと接続させる新しい文化国際都市の建築を提案します。

①　多様な芸術、文化、ひとを、

　　一連のアートカルチャーとしてつなぐ

②　アートカルチャーの象徴のひとつとして、

　　“傘”をまちと接続させる

③　世界を魅了する豊かさを、

　　点の集合から、面的な広がりへ拡張する

傘の所持本数ランキング
世界平均

1位　日本
2位　スウェーデン、
　　   タンザニア、南アフリカ
3位　韓国
4位　台湾
5位　ロシア、中国
6位　アメリカ

0本 1本 2本 3本 4本

3.3 本

3.0 本

2.8 本

2.3 本
2.2 本
2.1 本

2.4 本

（ウェザーニュース  2014）

すべての人が  　　　　

　　  主役になれる日　　

「傘をさして歩く」という全ての人に平等に与えられた行為をアートカルチャーへと

転換し、建築の機能、かたちと接続させます。傘をさす全ての人がアートカルチャー

のアイコンとなり、建築と共に大きなネットワークを作ります。一人一人が主役であ

り、主役の個性が、まちを、建築を彩ります。

傘の根はどこへ03

カササブスク

“傘の根” の仕事

02

01

“雨に前向きな都市” 計画官民連携による劇場都市の実現
地域バスカササブスク

利用者

AMENIWAを新たな拠点とした地域バスルート
及び、各地に配置する小雨庭とカサステーションの配置

   雨庭   ＋雨庭エリアマネジメント

晴座

小雨庭

広告企業

豊島区

賑わいスポットを
結び移動に伴う
負担を軽減

雨の日の屋外活動を
可能とする
一連の雨庭計画

豊島区との
協働により道路や
公共施設にも配置

日常とは異なる “ハレ” の場
非日常を体験できる8つの劇場

“ハレ” の場に対し、“アメ” の庭では、人々の日常とアートカルチャーを
接続させることで「誰もが主役になれる劇場都市」の実現を試みる

「雨の日の野外活動を快適に行える」　　　「アートカルチャーをより身近に享受できる」

上記2つのピースを埋めることで、池袋を新しい文化国際都市として躍進させる。雨庭を中心とした雨都市計画が、必要なピースをかたち作る。

協働

運営 指定管理者
として運営

地域居住者観光客
“一人一人がまちの主役”

自治体との協働により
雨都市計画をより面的に

雨庭と晴座が中心となり、各文化施設が協働する
「イケブクロトリエンナーレ」など、横断的な
アート・カルチャーイベントも計画する

協働

観光拠点
ギャラリー
劇場

レジャー施設
宿泊施設
オフィス

雨庭 主要 6機能

一部業務を代行

商業施設郡

“雨に前向きな都市” 実現のため
外部組織とも密に連携

サブスクカサの設置
及び雨の日限定
サービスの充実

¥

¥

¥

¥

¥

広告効果

情報提供

アメトシアプリ

運営

雨×
マチ

サービス
利便性向上

サポート

毎年日本で消費される傘は
年間約1.2億本～1.3億本
（日本洋傘振興協会）

傘から滴る水は、“根”に吸収され、

建物内を循環する。“根”は、文化・

芸術、そして環境を豊かにする。 傘 植物

ポンプ

植物
散水

水の
再利用

各施設

Cool

Section　S=1/200 

ひとりあたり
約 3.3 本の所持

日本人

大量消費を抑制

外部に開かれた地上階　滲み出る様々な文化活動

展望スペースから見下ろす池袋駅前広場　雨傘の海屋上庭園・芝生広場　“緊張” の中にゆとりを与える “みどり”

小ステージ　屋上の雨庭から射す陽光温かい陽は根を温め　次の景色を育む

雨上がりの傘の根・雨庭　建物の中では雨水が循環し、様々な活動に潤いを与えている

B1F　GL－4000

1F　GL±0

2F　GL＋6000

3F　GL＋9500

4F　GL＋13000

5F　GL＋16500

6F　GL＋20500

7F　GL＋24500

8F　GL±28000

9F　GL±31500

10F　GL±35000

11F　GL±38500

12F　GL±45500

13F　GL±49000

10100 4300 52005200 4900 2900
27400

根 土

建物内の温度、
湿度、風力、風向
に合わせて
傘の根から
水が撒かれる

散水の膜と
緑の膜、そこに
吹き込む風に
よって、建物の
内部は常に
快適に保たれる

雨水を活用する機能・及び植物
雨水の浄化
建物内の水の循環
植物への散水

Zoning
アートカルチャーを広げる　“傘”

“日常” と “緊張” のバッファー　“ 根 ”

根の中で “緊張” を保つ　“ 箱 ”

“日常” と連続するアートカルチャー空間　“ 島 ”

レストラン
中ステージ
劇場
ホワイエ
小ステージ
ギャラリー

屋上立体公園
雨庭ギャラリー
芝広場

オフィス
ショップ群
宿泊施設

ギャラリー
案内センター

傘ギャラリー
共有会議室

「根」に柱と床を挿入

する。日常と連続

する機能が「箱」の

周囲を囲んでいく。

“根”の中に“箱”を

設ける。“開”の中に

“閉”を連続的に積層

させ、文化芸術空間

に潜む“緊張”を豊

かに保つ。各箱の上

部には庭が広がる。

文化芸術空間に潜む“緊張”を豊かに

保ちながら、人々の“日常”と結びつけ

る為、両者の間に“緩衝の緑”を設ける。

展望デッキ
カサノナカバー
大屋上庭
小屋上庭

建築の形状として、

「傘」を用いること

で、日本人の個性

の１つをアートカル

チャーに昇華させる。

「傘」が豊島の文化の

新旧を結びつけ、面

的に拡大していく。

傘の根

雨庭

晴座

池袋駅

主要施設

公園

バス路線①

バス路線②

小雨庭

カサステーション

東池袋駅

傘のネットワーク


